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Ｑ 広域送電ネットワーク計画における不確実性への対応は？ 

 
岡田 健司 

第一弾の電気事業法改正（２０１５年４月１日施行）により設立された電力広域的運営

推進機関（広域機関）は、施行日より活動を開始した。 

広域機関は、全国大の広域連系系統の整備に関する方向を整理し、わが国全体の電力系

統のあるべき姿とその実現に向けた考え方として「広域系統長期方針」を策定することに

なっている。この方針を踏まえ、今後、広域送電ネットワークの整備が進められる。 

その一方で、発電部門への競争導入に伴い、新規事業者を含む発電事業者は、自社の収

益確保の観点で電源計画を決定するため、その集積としての広域的な電源開発は、広域的

な送電ネットワーク開発計画とは独立に、かつ両者の整合の保証がない状況下で進められ

る。その結果、電源開発が不確定な状況で送電ネットワーク計画の策定を強いられる。特

に、再エネ電源の運開までのリードタイムは火力電源よりも短く、導入の規模と時期は、

再エネ導入促進制度の仕組みに依存するため、その不確実性は大きい。 

さらに、わが国では、２０１６年４月からの小売全面自由化実施以降、地域を超えた電

力取引も活発になることが予想される。競争的な卸・小売の電力取引の活性化により、送

電ネットワーク内のボトルネックを特定し増強箇所の選定に必要な、将来の電力潮流の状

態把握も難しくなる。 

この状況の下で、わが国における広域送電ネットワーク開発計画の策定の際には、将来

の電源開発や送電ネットワーク利用の不確実性への対処をどのように評価していくかにつ

いて検討が急がれる。 

 

【欧州における広域送電ネットワーク開発計画策定の取り組み】 

電力系統の域内統一化を進める欧州では、各国の系統運用者（ＴＳＯ）を取りまとめる

機関であるＥＮＴＳＯ―Ｅが策定した欧州大の今後１０年間の送電ネットワーク開発計画

（ＴＹＮＤＰ）が、２０１２年から２年毎に公開されている。これは、単に各国の開発計

画を取りまとめたものではなく、欧州大の電源開発計画の見通しを反映した複数のシナリ

オに基づき、各国の規制機関およびＴＳＯと欧州大の規制機関（ＡＣＥＲ）の協議を通じ

て立案される。加盟国に対して法的拘束力を課すものではないが、欧州大での安定供給を

確保する上で、重要な参考指針を示している。 

 欧州でも、送電ネットワーク開発計画の合理性を評価する上で、多面的な視点からの方

法が必要であると考えられている。現在、ＥＮＴＳＯ―Ｅを中心に、各送電ネットワーク

開発計画を評価する費用便益分析（ＣＢＡ）手法の開発が進められている。安定供給の維

持・改善や発電コストの削減、再エネ電源の接続可能量の増加や出力抑制の削減など様々

な評価項目が挙げられている。 
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【送電計画の変更を強いる電源開発の不確実性】 

２０１５年のＥＮＴＳＯ―Ｅの調査によれば、２０１４年のＴＹＮＤＰに織り込まれた

約１２０の開発プロジェクトに含まれる個別計画の約１５％は、開発の途中で計画変更を

余儀なくされており、その約２８％は再エネ電源を含む電源計画の遅延および変更に起因

していると指摘されている。 

さらに、欧州では再エネ電源が、卸電力市場へ大量に応札することで卸電力価格が下落

し、その結果安定供給に必要な火力電源が経済的に維持できなくなるという問題も頻見さ

れる。今後、欧州で送電ネットワーク計画の変更に拍車をかけることも予想される。 

 

【不確実性の事前捕捉が鍵】 

ＥＮＴＳＯ―ＥのＣＢＡ手法では、他の開発計画が実施されなかった場合でも十分対応

できる送電能力や、広域的な需給調整能力に関する評価項目として、「柔軟性（Ｆｌｅｘ

ｉｂｉｌｉｔｙ）」が重要視されている。この柔軟性は、専門家レビューに基づき６点満

点で評価される。２０１４年のＴＹＮＤＰでは、柔軟性が高いと評価できる得点４以上の

開発プロジェクトは、全体の約４５％を超えている。ただし、各開発プロジェクトのどの

ような対応能力がどのような側面で評価されたのかが示されていない。この評価結果から、

今後どのような不確実性への対策を優先して設備投資を充てていくべきかに関する参考指

針を読み取ることは難しい。 

わが国でも、電力自由化が進展する中で、適切な送電ネットワークを構築するために、

送電ネットワーク利用の公平性を考慮しつつ、対策を優先すべき不確実性とは何かについ

て具体的に検討し、その知見を踏まえた費用対効果に基づき整備計画を判断していく必要

がある。 
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